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アルゼンチン経済は現在の国際的財政不安の影響を最小限にとどめる

ための堅固さを備えている：この 6 年間、年平均 8％の成長率を記録して

おり、財政及び対外黒字を記録、また金融機関の状態は安定しており、

中央銀行は通貨及び財政の安定性を維持することができた。 

 

こういった成長を継続するためにも、アルゼンチン政府は現在の経済不

安の要素に対して以下のような一連の経済政策を掲げた： 

 

----生産省生産省生産省生産省のののの新設新設新設新設：：：：この新しい省は産業、農業、観光、貿易などの諸分野と

投資対象としての魅力などの諸分野の活性化のための政策を推進するこ

とを管轄としている。 

 

-経済経済経済経済のののの活発化活発化活発化活発化とととと雇用増加雇用増加雇用増加雇用増加のためののためののためののためのインセンティブインセンティブインセンティブインセンティブ：：：：消費を刺激するため

ため、また自動車産業と農業の生産性を維持する目的でおよそ 39 億 US

ドルを投入する予定である。このプランは、輸出分野への事前投資や、

労働資源、消費への融資を通して需要と供給を活性化することを狙いと

している。 

 

----公共工事公共工事公共工事公共工事プランプランプランプラン：：：：210 億 US ドルが公共事業の実現のために充当される、

これによって約 40 万の雇用が生み出される。 

 

----資本資本資本資本のののの還元還元還元還元、、、、税制改革税制改革税制改革税制改革、、、、正規雇用正規雇用正規雇用正規雇用のののの促進促進促進促進のためののためののためののための法計画法計画法計画法計画：：：：    

資本を国内に還元する海外の人々のための財政的利益をもたらすもの

で、 

その還元資金は国内の生産活動に投資されたり、新しい雇用と納税を行

う企業に対して財政支援をもたらす。 

 

- Trigo Plus Maiz Plus Trigo Plus Maiz Plus Trigo Plus Maiz Plus Trigo Plus Maiz Plus プログラムプログラムプログラムプログラム：：：：    

TRIO=小麦、MAIZ=とうもろこし、この二つの穀物の増産と供給を促す政

策。 

セルヒオ・マッサ内閣府長官は「公共投資と経済循環を維持するために

取られた各種対策を通して、アルゼンチンは今後４％の成長率を維持す

るだろうと述べた。    
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10 月 23 日と 24 日、関西においてアルゼンチンの投資、

観光、ワインとグルメのプロモーションイベントが行わ

れた。 

関西関西関西関西ワインフェアワインフェアワインフェアワインフェアへのへのへのへの参加参加参加参加    

3 年連続でアルゼンチンは関西ワインフェアに参加、今

回は Doña Paula, Tapiz, Baudron, Cecchin, Fecovita, 

Cuvelier de los Andes y Finca Flichman といった日本

市場に積極的に参入している 8つのワイナリーが出展し

た。またその他 15 のワイナリーから様々な品種のワイ

ンが日本の輸入代理店が出したスタンドで紹介された。 

 

セミナーセミナーセミナーセミナー「「「「投資投資投資投資ととととイノベーションイノベーションイノベーションイノベーション：：：：アルゼンチンアルゼンチンアルゼンチンアルゼンチンのののの持続持続持続持続

可能可能可能可能なななな経済発展経済発展経済発展経済発展ののののカギカギカギカギとなるとなるとなるとなる要素要素要素要素」」」」    

ダニエル・ポルスキー、アルゼンチン大使は大阪の企業

家らにむけて食品、バイオ燃料、バイオテクノロジー、

自動車、鉱物、観光、IT関連などのアルゼンチン経済の

主だった産業が持っている投資対象としての魅力につい

てセミナーを行った。 

ワインテイスティングワインテイスティングワインテイスティングワインテイスティングととととグルメナイトグルメナイトグルメナイトグルメナイト    

レストラン、マイドームおおさかにてワイン関係者や一

般愛好家のためにアルゼンチンワイナリー10 社による

試飲会が行われた。 

この際、「ワイン街道」がエコロジーとグルメ志向の観

光の目玉として紹介された。 

アルゼンチンは世界で第 5 位のワイン生産国であり、国

際市場で成長傾向にある。 2003 年から 2007 年の間で

はボトルワインの輸出は実質 94％増加しており、現在日

本も含めて世界 112 ヶ国に輸出している。 

 

 

アルゼンチンとチリ政府はアンデス山脈を越えて

大西洋と太平洋をつなぐ横断列車の建設を「公共の利

益」であると公表した。 

 

同プロジェクトは両国間の経済・貿易面での協調を促

すだけでなく、太平洋沿岸のアメリカ市場、アジア、

近東諸国、大西洋地域との効果的な輸送手段（時間短

縮と経費節約）を実現するものだ。 

 

同様に、この列車によって輸送量増加が見込まれ

（第一段階では 3000 万トン）、雪による 60日間も

の通行止めのロスを解消し、車での運送に比べて

69％程度のエネルギー節約が可能となるだろう。 

 

このプロジェクトは約1年半にわたる技術調査を

要する段階にある。そののちに両政府によって公開

入札が行われ落札された後、建設工事が着工され 5

～6 年の歳月がかかることが見込まれている。 
 

  

 

洋服、アクセサリー、インテリアなどのデザインで豊か

な創造力と作品をプロデュース、活躍しているアルゼン

チン人デザイナーら 24人のコレクションが、「「「「アルゼアルゼアルゼアルゼ

ンチンデザインンチンデザインンチンデザインンチンデザイン：：：：タレントタレントタレントタレントととととセンシビリティセンシビリティセンシビリティセンシビリティ」」」」と銘打

った日本でもっとも重要なモード・プロモーションイベ

ントで紹介された。 

 

 

9月 9日から11日にアルゼンチンは今年で第17回を

迎えるデザインフェア「rooms」に招待国として参加し

た。アルゼンチンスタンドでは作品の色彩を通して、訪

れる人々をデザインのインスピレーションの源となっ

た我が国を象徴する観光地へとイマジネーションの旅

へと誘なった。 

会場では、Tramando、Jauna de Arco、Pesqueira と

いった日本市場進出のパイオニア的存在であるアルゼ

ンチン企業などの最新コレクションが紹介された、これ

らはニューヨーク高島屋、パリ Le Bon Marche、ニュー

ヨーク MOMA などで既にその名を知られているものの、

日本へは未だ新規参入の企業である。 

 

なかでも「tiendamalba」が出展したブエノスアイレス

のラテンアメリカ・アート・ミュージアムのコレクショ

ンは美意識とデザインを通してアルゼンチン文化の多
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10 月 30 日から 11月 3日まで 100％ DESIGN TOKYO 2008

というデザインフェアが開催され、個性的で高い品質

の商品をプロデュースし成功しているアルゼンチン企

業らが参加した。 

イベントの一環として催された「Design Made in 

Argentina」というワークショップでは Tribalia 

EcoDesign、Juana de Arco などのデザイナーらが自ら

作品の製造過程と輸出の戦略について講演した。 ま

た HP France や Creative Resource Institute などア

ルゼンチン人デザイナーらとの共同事業を行う日本企

業らがアルゼンチンのデザインが日本の消費者を魅了

する理由について述べた。 

Tribalia EcoDesign (www.tribalia.net)はデザインフ

ェアで自社スタンドを設け、精巧な工業製品と違わな

いほど丁寧に手作業で編まれたウールの絨毯や椅子を

展示した。精 

このフェアの一環として Juana de Arco は表参道店に

おいて「表参道アートフェア、Life with Art!」

(http://www.hpfrance.com/Shop/Map/omotesando.ht

ml)という同社の10周年記念パーティーを行い、デザ

イナーのマリアナ・コルテスが選んだアルゼンチン

人デザイナーらの作品が展示された。 
 

8 月 5 日から 11 日、アルゼンチン海軍練習帆船リベ

ルタ号が第39回、練習航海の一環で横浜港に寄港した。 

8 月 5 日に入港後、ダニエル・ポルスキ、アルゼンチン

共和国大使、外交官、防衛武官、横浜港湾、横浜市、

海上自衛隊などの関係者と招待者が出席し歓迎式典が

とり行われた。 

引き続き行われた記者会見には20人近い報道関係者が

集まった。 

同日の夕方からは、日本・アルゼンチンが行こう関係

締結 110 周年記念レセプションが船上にてとり行われ

た。 
  

 

10 月 5 日から 9 日、科学技術生産省のリノ・バラニ

ャオ大臣は京都で開催された「科学技術と人類の未来に

関する国際フォーラム」、STS フォーラに参加するため

に来日した。 

今後、両国が共通して関心をもつプロジェクトの共同調

査と推進の目的で教育文化スポーツ科学技術大臣らと

東京で会合した。 

バラニャオ大臣の来日目的は以下のとおり： 

1． 科学とテクノロジー分野におけるアルゼンチンの

戦略面について広報。 

2． アルゼンチン内で調査が必要な優先的分野につい

て広報。 

3． 日本側のパートナーシップを得る布石とするため

 

国を挙げたプロジェクトを紹介する。 

4． 科学技術分野での日本の政策とその優先課題につい

て調査を行う。 

5． 日本の科学学術分野と意見交換し、可能性のある共

同プロジェクトについて探る。 

6． テクノロジー分野での日本企業の発展度を調査す

る。 

7． 日本・アルゼンチン両国の科学者たち間の知識の共

有と交流活動を促し、今後の共同事業の計画と参加、

またその財政案などについて分析する。 

 

 

様性を表現しており、高い評価を得た。 

これら作品の多くが六本木ヒルズの森ミュージアムま

たは表参道の MOMA ショップで見つけることが出来る。 

今回はアルゼンチン・ブランドはモードとデザインの

分野において新興国であるだけでなく、同産業におい

てリーダー的存在としての能力と可能性を持つ国であ

り、国や民間の垣根を越えて日本にナショナル・ブラ

ンドを紹介する絶好の機会であった。 
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いまやアルゼンチンにとって観光産業は第3位の収

入源である。 

2007 年度は 400 万人が海外からこの国を訪れてい

る。もちろん日本人もその数字に含まれる。次のよ

うな旅が人気である。 

 

１．自然に触れ合う旅-この国ではパタゴニア氷河

からイグアスの滝まで、北西部の色彩豊かな山脈と

コロニアル建築の文化財から南部の湖水や丘陵地

帯といった恵まれた環境で、トレッキング、スキー、

バードウォッチングなど自然も満喫できる。 

 

2．文化に触れる旅-タンゴ愛好家にはブエノスアイ

レスにはミロンガ、タンゴイベント、タンゴをテー

マにしたホテル、またレッスンを受けることが出来

るスタジオや学校が豊富にある。 

 

3．教育およびスポーツ交流-アルゼンチンを訪れる

日本人のために様々なコースを揃えたスペインゴ

講座が行われている。 

 

4．ユネスコの世界遺産-指定されたものとしては、

ミシオネス州のサン・イグナシオ遺跡、トゥクマン

州のキルメス遺跡、サンタ・クルス州の Cuevas de 

las Manos 洞窟、サルタ州で最近発掘されたミイラ

 などが話題を呼んでいる。 

 

5．メンドーサ州の「Ruta de Vino (ワイン街道)」

-サン・フアン州、ラ・リオハ州、サルタ州、リオ・

ネグロ州のワイナリーでは自慢のワインを試飲で

きるだけでなく、何世紀にもわたって受け継がれて

きたワインの製造方法も知ることができる。いまや

日本へ輸出をしているアルゼンチン・ワイナリーは

50 社にも及んでいる。 

 

6．食文化-移民文化を反映して非常に多種多様で、

ヨーロッパと色々な地方の郷土料理が融合してい

る。 

以上のような魅力的な要素がアルゼンチンへの旅

へと１人でも多くの人々を誘うきっかけとなるこ

とだろう。 
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同日の夕方からは、日本・アルゼンチンが行こう関

係締結110周年記念レセプションが船上にてとり行

われた。 

 

また、アルゼンチンとゆかりのある諸団体むけのガ

イドツアーが行われた。日本・アルゼンチン友好協

会、ラテンアメリカ婦人協会、CEGAJA（日本のアル

ゼンチン学生連盟）、そしてアルゼンチン大使館と

50 年以上にわたって交流を持つ長田小学校の生徒

らが参加した。 

    

9(土)と 10(日)には帆船の一般に公開され、2 日間で

およそ 4,300 名もの来場者が訪れた。7日（木）には

アルゼンチン海軍産業についてセミナーが開催され

同分野への日本からの投資とビジネスチャンスにつ

いて意見交換が行われた。午後にはワインティステ

ィンが催され、70 人を超えるスーパー、ホテル、輸

入代理店関係者らが参加した。 

 


